
18月に移転し運用開始した第６病棟（中央診療棟3F）

　政策医療を担う国立病院機構としての地域医療への貢献を念頭に、当院では小児および成人
の神経疾患診療体制を重点的に拡充してまいりました。小児科では脳性麻痺、神経筋疾患、て
んかんや発達障害などの小児神経疾患を、脳神経内科ではパーキンソン病や筋萎縮性側索硬化
症、脊髄小脳変性症といった神経変性疾患や多発性硬化症など神経難病を中心に診断と治療を
行っております。
　入院診療では、重症心身障害児（者）病床を 164 床へと増床し、さらに神経難病を中心と
した慢性期神経疾患病棟を平成 30 年に開棟しました。リハビリテーション、薬剤調整、呼吸
および栄養管理等の患者さんのトータルサポートを目指した診療体制を整えており、さらに短
期入所やレスパイト入院など在宅療養されている方々を支援しております。また、外来では、
神経疾患に加え、内視鏡専門医による消化器内科、脊椎・関節外科を専門とする整形外科診療
を行っております。
　当院の診断機器リソースとしては、連携室を通して検査依頼をしていただくことが可能な
CT や MRI、 X 線骨密度測定器といった画像検査に加え、神経疾患の診断と治療に特化した末
梢神経伝導検査、筋電図、誘発電位、長時間記録ビデオ脳波モニター検査等の神経生理学的検
査が稼働しています。
　これらの当院の特徴を活かして「納得の医療で地域や社会に貢献」の病院理念に基づき、地
域の医療に貢献し地域に必要とされる病院を目指すことを最大限努めてまいります。
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　発症早期から発症後の慢性期と幅広い方を対象に理学療法
（PT10 名）、作業療法（OT6 名）、言語聴覚療法（ST2 名）を
提供しています。患者様の希望に寄り添い、生活の元となる基
本動作、作業活動を通した生活動作、話す・食べることについ
てプログラムを作成します。退院後の在宅生活を見据えた介助
方法の指導や福祉機器の紹介、住宅環境の整備も行います。

　日常生活の基本動作獲得をサポートします。特に、パー
キンソン病の患者様に対して、ご本人の希望からプログ
ラムを作成しています。on-off 現象に対応したプログラ
ム内容や、 立ち上がり動作が容易にできる座面の高さ調
節、移乗時に方向転換し易い車いすの位置調整、低負荷
で出来る運動指導を行っています。 病気の進行により 3
か月間思うように動けず廃用してしまった患者様が、 自
力で移乗できるまでに回復し 「ここまで出来ると思わな
かった。」 と驚きと喜びの言葉を頂いております。 スタッ
フは出来る喜びを患者様と共有できるよう励んでいます。

●理学療法士　米　通　崚　哉  
　作業活動を通して「その人らしい」生活の獲得を
目指します。「作業」とは、趣味やレクリエーショ
ン活動はもとより日常生活の食事や着替え、トイレ
などその人が行うすべての行為を指します。上肢機
能を高める基本動作や日常生活の作業療法訓練を行
い、介助量の軽減を図ります。また神経難病でコミュ
ニケーションが難しい場合は、意思伝達装置の紹介
やその方が使用できるスイッチの選択など導入に向
けて環境設定や支援を行います。

●作業療法士　西　野　壽　美 

　患者様の「話したい」「食べたい」という想いに寄
り添います。主な訓練は、残された声を保つための構
音訓練、病状に合わせた代替コミュニケーション訓
練、口腔内環境を整える機能的口腔ケア、口から味わ
う楽しみを継続する嚥下訓練です。気管切開後にス
ピーチバルブを装着し、「ご飯」「ビール」といった発
声が可能となった方、一人暮らしを始める前に「エア
文字盤」という視線運動で介助員とやりとりが可能に
なった方もいます。少量の水分や飴を味わい、満面の
笑みを浮かべる代替栄養の方も多くいます。ST は患
者様の笑顔を糧に励んでいます。

●言語聴覚士　我　妻　圭　太

脳神経内科患者へリハビリテーション科の
３療法で取り組んでいること
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完全予約制。地域連携室にお電話いただきその場で予約。当日予約も可能です。
ほとんど、ご希望日時にお待たせすることなく検査が可能です！

●新規契約、ご相談、ご予約、お問い合わせについては

平日 8：30 ～ 17：00 までにご連絡ください。
また、地域医療連携室のホームページからもご確認いただけます。

福島病院地域医療連携室 TEL　0248－75－2279（地域医療連携室直通）
FAX　0248－75－2569

PHILIPS 社製　Prodiva　CS　1.5T
心臓・乳房を除くほぼ全身の検査に対応

GE 社製　Bright　Speed　SD
全身検査対応
マルチスライス CT で多断面断層
３D の表示が可能

東洋メディックス社製　Horizon　Ci
腰椎・股関節・前腕部の骨密度が測定可能

CT、MRI、骨塩定量装置検査
高額医療機器　検査委託契約のご案内　

地域医療連携室から

検査項目 検査日・時間 結果お渡し 備考
CT

（単純・造影） 平日9：00～ 16：00 CD-ROMまたはフイルムでのお渡し
をお選びいただけます。
また、読影希望もお受けできます。読
影結果につきましては7～ 10日後の
発送になります。

造影剤を使用する場合は、
ご紹介・診察扱いにてお
受けいたします。

MRI
（単純・造影） 平日8：50～ 16：10

骨塩定量 平日9：00～ 16：00

MRI装置

16列マルチスライスCT装置

骨塩定量装置検査
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外来担当医は都合により変更となる場合がありますので、ご了承ください。 【令和２年11月１日より】

●完全予約制となります。予めご予約をお願いいたします。
●受付時間は午前8：30～ 11：00までです。急患については
随時受付いたします。外来担当医は、都合により変更となる
場合がありますので、ご了承下さい。
●外来担当医表は令和２年11月１日時点のものです。その後担当
医が変更になっている場合もありますので、当院ホームページ、
院内掲示等をご確認下さい。

区 分 月 火 水 木 金

内 科 １ 安 田 千 尋 安 田 千 尋 安 田 千 尋

内 科 ２ 佐 藤 由 紀 夫
（第１・３）

内 視 鏡 検 査 安 田 千 尋

脳 神 経 内 科 伊 藤 英 一 根 本 和 夫 伊 藤 英 一 根 本 和 夫 杉 浦 嘉 泰

小 児 科 福 島 医 大 石 井 希 代 子 福 島 医 大 河 原 田　 勉

専 門 外 来
（発達小児クリニック） 石 井 　 勉 河 原 田　 勉

専 門 外 来
（ 小 児 神 経 外 来 ）

石 井 希 代 子
（第１・3）
平 山 恒 憲
（第２）再来のみ

石 井 希 代 子
（第2・4・5）

加 藤 朝 子
（第2・4）

専 門 外 来
（小児循環器外来）

桃 井 伸 緒
（第２・４）

小 児 専 門 外 来 予 防 接 種
（午後）

整 形 外 科 古 川 浩 三 郎 古 川 浩 三 郎 古 川 浩 三 郎

小 児 外 科 清 水 裕 史

脳 神 経 外 科 福 島 医 大
（第２・４）
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外来担当医表

●新規契約、ご相談、ご予約、お問い合わせについては

福島病院地域医療連携室

地域医療連携室直通
TEL　0248－75－2279　FAX　0248－75－2569

〒962－8507　福島県須賀川市芦田塚13番地　TEL　0248－75－2131（代表）
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